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ご 挨 拶

武蔵野大学環境学部環境学科 教授 佐々木重邦

「ECO REPORT WAY 21」の活動をエコプロダクツ2008に出展してから1年が経ちました。
学生メンバーも入れ替わり、より学生らしく、しかも客観性のある新たな21の指標を策定し、今回10
社の環境・CSR報告書を評価させていただきました。
本活動、21の指標そして評価結果について忌憚のないご意見をいただきたいと思います。
またステークホルダーの一員としての学生のコメントを環境・CSR報告書の改善に是非活かしていただ
きたいと思います。

CSR・環境報告書を通して企業が未来の環境リーダーを育成する「教育プログラム」です。

評価 分析 報告 提案

ECO
REPORT 「ECO REPORT WAY 21」（「学生・若者の環境報告書21 の

指標」）は、未来の環境リーダーを育成する「環境教育プログラ
ム」として、次世代の主役となる20代の若者（学生）たちが
「CSR・環境報告書」を分析・評価します。
そして「CSR・環境報告書」 のあるべき姿 ＝ “企業の活動を
映す 『鏡』 として、読みやすく、わかりやすい情報発信ツール”
とするために、「学生の視点」より企業に新しいアイデアを提
案するプロジェクトです。

・意見、アイディアを聞ける機会ができる
・学生から見た企業の現状評価がわかる
・将来を背負う「優秀な人材」の発掘の端緒となる

・環境をテーマにした企業の経営戦略の一端を
知ることができる。

・企業で働く人々から生の声が聞ける
・将来自分たちが働く会社を選定する材料となる
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学生たちの「 環境・CSR報告書」を分析・評価する視点は、“リクルート（将来働きたい企業）”

会社の姿を見る

総合指標

職場環境を見る

報告書を見る

1.職場の安全性
2.社員の健康管理
3.雇用方針と取り組み
4.社員の定着
5.人権問題への取り組み
6.地域との繋がり、社会貢献
7.企業の、統治や倫理、法に

関する取り組み
8.環境以外に関する法律の

遵守状況

1.職場の安全性
2.社員の健康管理
3.雇用方針と取り組み
4.社員の定着
5.人権問題への取り組み
6.地域との繋がり、社会貢献
7.企業の、統治や倫理、法に

関する取り組み
8.環境以外に関する法律の

遵守状況

9.公正な人事評価
10.充実した教育研修
11.女性の働きやすさ
12.障害者、外国人の雇用状況
13.生活サポート
14.社員と会社の対等性
15.よりよい職場環境への

取り組み

9.公正な人事評価
10.充実した教育研修
11.女性の働きやすさ
12.障害者、外国人の雇用状況
13.生活サポート
14.社員と会社の対等性
15.よりよい職場環境への

取り組み

16.第三者による評価
17.環境に関する規制の

遵守状況
18.環境コミュニケーション
19.現場の声

16.第三者による評価
17.環境に関する規制の
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18.環境コミュニケーション
19.現場の声

20.リクルート視点で
この報告書は有用か

21.この会社で働きたいか

20.リクルート視点で
この報告書は有用か

21.この会社で働きたいか

２００９
２１の指標

10社の評価結果 （概要）
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「ECO REPORT WAY21」（「学生・若者の環境報告書21 の指標」プロジェクト）は、NPO 法人 環境情報ネットワークエコネットと
ニッセイエブロ株式会社が武蔵野大学 環境学部 環境学科の協力を得て進めている『産学民』コラボレーションプロジェクトです。


